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１．はじめに 
 体力・運動能力の評価は子どもの発育発達を捉えるため

に有効な指標である。このような運動能力の評価について

は、障害のない子ども（健常児）に関して村瀬・出村（2005）
が、また身体的不器用さに関して高橋（2017）が先行研究

を整理していた。しかし、障害児者の運動発達の支援を行

う立場からみると、両研究とも議論の余地があると考えら

れた。ここで、本研究における発達支援は「アセスメント

結果に基づく人の現在と将来の生活を見据えた目標の設定

及び個人と個人を取り巻く環境への連続的な働きかけ（本

郷, 2013）」とした。そこで本研究は、日本における発達障

害児者の運動を評価した研究について整理し、日本に求め

られる運動発達アセスメントの現状について明らかにする

とともに、今後の課題を示すことを試みた。 
２．方法 
 そのために、2007 年１月から 2017 年４月までに出版さ

れた「特殊教育学研究」と「発達心理学研究」、「発達障害

研究」、「体育学研究」、「アダプテッド・スポーツ科学（旧

障害者スポーツ科学）」、「子どもの発育発達」兼「発育発達

研究」の計６誌を調査の対象とし、発達障害児者を対象と

した運動の評価に関する記載のある研究を収集した。そし

て、書字に関するものを除き 15 本の論文が抽出された。 
３．一般的な体力・運動能力テストを用いた評価 
 まず、最大能力を評価する体力・運動能力テストに関す

る論文に着目した。奥住ら（2009）は知的障害者を対象に、

年齢と知能指数、身長、体重、握力、タッピング、閉眼片

足立ち、遮眼片足立ち、平均台歩き、通常・最大歩行速度

を調査した。また、橋本ら（2009）はダウン症児者に対し

て身長と体重、握力、背筋力、タッピング計測、開眼・閉

眼片足立ち、光・音刺激による全身反応時間を調査した。

一方、このような体力・運動能力テストについて、知的障

害特別支援学校の教員は、生徒のルール理解の難しさや実

施の必要性が感じられないこと、結果の活用が難しいこと、

結果の妥当性の低さなどを感じていた（渡邉ら, 2014）。そ

のため、これらのテストは支援のための運動発達アセスメ

ントとしては必ずしも十分であるとはいえない。 
４．運動発達アセスメントツールによる運動の評価 
 一方、障害児教育や療育的視点からの運動発達アセスメ

ントとして、伊藤（1989a, 1989b）はムーブメント教育プ

ログラムアセスメントやフロスティッグ視知覚発達テスト、

随意運動発達検査法などを紹介していた。しかし、本研究

で収集された文献において、アセスメントツールを使用し

た研究は、日本で標準化されていない Movement 
Assessment Battery for Children を用いた増田（2009）
及び澤江・藤井（2013）の研究のみであった。その理由と

して、日本において適切な評価法が見当たらないことが挙

げられていた（増田, 2009）。 
５．実践研究における運動の評価 
このような現状のなか、実践研究においては研究者が独

自に評価項目を設定していた。具体的には、先行研究を参

考に学校の授業における投動作の発達を質的に評価した橋

本ら（2009）と長曽我部（2011）、及び縄跳びの跳躍動作

の発達を関節角度に着目し量的に評価した村上（2011）の

研究が挙げられた。そして、これらは運動の結果でなく動

きそのものを質的・量的に評価しており、この評価の観点

が日本で多く活用されていることが分かった。一方で、こ

れらの研究が評価した運動は投動作または跳躍動作と限定

的であったため、運動の発達における包括的な評価が必要

であることが考えられた。 
６．まとめ 
 以上から、日本における発達障害児者に対する運動発達

アセスメントの現状として、指導・支援現場で有効な運動

発達アセスメントツールに乏しく、指導者・支援者は特定

の運動に対して独自の運動発達アセスメントを行っている

ことが示唆された。そのため、運動発達アセスメントツー

ルの開発が早急の課題であることが考えられた。また、そ

のアセスメントツールの条件として、動きの過程を評価で

きることと、運動発達を包括的に評価できることが仮説的

に挙げられた。 
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